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Ⅰ 調査の概要 
 

１．調査の目的 
 

この調査は、令和３年度からの新たなまちづくりの指針となる「第５次播磨町総合計画」の各

まちづくり分野に対する満足度や重要度などについて、住民のみなさまのお考えをお聞きし、現

在の進捗状況を把握するとともに、今後のまちづくりに反映していくことを目的に実施しました。 

 

 

２．調査の種類と実施方法 
 

本調査の種類と実施方法は次のとおりです。 

 

調査の種類 
調査の対象 

（抽出方法） 
調査期間 実施方法 

住民満足度調査 
18 歳以上の住民 

（無作為抽出） 

令和３年 

７月１日～７月 31 日 

郵送による 

配布・回収 

 

 

３．配布と回収状況 
 

調査票の配布と回収の状況は次のとおりです。 

 

 配布数 回収数 回収率 

住民満足度調査 
今回 １,000 票 462 票 46.2％ 

【参考】令和元年度 ３,000 票 1,165 票 38.8％ 
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４．調査結果の見方 
 

◇ 設問ごとにその設問内容を示すタイトルを付けています。 

◇ タイトルの横には、質問形態を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

◇ 各グラフの“ｎ”は、当該設問に回答すべき方（回答対象者）の人数を示しています。 

◇ 集計結果のグラフ・表における“無回答”は、当該設問への無回答の他、回答規則違反

（例えば、単数回答の設問における複数回答など）の件数（票数）を示しています。 

◇ グラフ・表には、原則として各集計数の総回答対象者数に対する比率を表示しています。 

◇ 各比率は、小数点第 1 位以下を四捨五入して算出しているため、合計が 100％になら

ない場合があります。 

◇ 各設問の選択肢等について、その意味を損なわない程度に表現を簡略化している場合が

あります。 

◇ 前回調査は、令和元年（2019 年）におこなったもので、今回調査と比較する際に使用

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＡ＝単数回答：「１つに○」など選択肢を１つ選ぶ質問形態 

ＭＡ＝複数回答：「あてはまるものすべてに○」など２つ以上の選択を選ぶ質問形態 

ＦＡ＝文字記述回答 

ＮＡ＝数量回答：日数や時間、回数などの数値・数量を記入してもらう質問形態 
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Ⅱ 住民満足度調査結果 

１．回答者自身のことについて 
 

問１ 性別（ＳＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 年齢（ＳＡ） 
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問３ 住んでいる地域（ＳＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 居住年数（ＳＡ） 
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問５ 転入してきたかどうかと転入のきっかけ（ＳＡ） 

・「住宅の都合」が 28.4％で最も割合が高く、次いで「結婚」が 18.2％、「仕事上の都合」が

14.1％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代～20 歳代」は「転入していない」の割合が最も高く、「30 歳代～

40 歳代」は「結婚」の割合が最も高く、「50 歳代～80 歳以上」は「住宅の都合」が最も高

くなっています。 

・地域別でみると、「北野添」「西野添」「東野添」「野添城」「南野添」「北本荘」「東本荘」「二子」

「古田」では「住宅の都合」の割合が最も高く、「大中」「上野添」では「結婚」が、「野添」「北

古田」「宮北」では「仕事上の都合」が最も高く、「南大中」「宮西」では「転入していない」が

最も高くなっています。 
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問６ 家族構成（ＳＡ） 

・「２世代世帯（親と子）」が 54.8％で最も割合が高く、次いで「夫婦のみ」が 28.1％、「ひと

り暮らし」が 8.9％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代～50 歳代」は「２世代世帯（親と子）」の割合が最も高く、「60 歳

代～80 歳以上」は「夫婦のみ」が最も高くなっています。 

・地域別でみると、「北古田」では「夫婦のみ」の割合が最も高く、それ以外の地域では「２世代

世帯（親と子）」の割合が最も高くなっています。 
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問７ 主な職業（ＳＡ） 

・「無職」が 29.0％で最も割合が高く、次いで「会社員・公務員・団体職員」が 28.1％、「パー

ト・アルバイト」が 16.0％となっています。 

・地域別でみると、「大中」「北野添」「野添城」「本荘」「北本荘」「古宮」「二子」では「会社員・

公務員・団体職員」の割合が最も高く、「野添」「上野添」「西野添」「南野添」「古田」「宮北」

「宮西」では、「無職」が最も高くなっています。また、「東野添」は「パート・アルバイト」

の割合が最も高く、「東本荘」では「家事専業」が最も割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７－１ 通勤（通学）場所（ＳＡ） 

【問７で「1．自営業」「2．会社員・公務員・団体職員」「3．パート・アルバイト」 

「4．派遣・契約社員」「5．学生」を選択した方限定】 

・「70 歳代」は「播磨町内」へ通勤（通学）する人の割合が高く、「80 歳以上」は「播磨町内」

と「播磨町外」が同率となっています。その他の世代では、「播磨町外」へ通勤(通学)する人の

割合が高くなっています。 

・「播磨町外」へ通勤(通学)する人について地域別でみると、「野添城」が 100.0％で最も割合が

高く、次いで「上野添」「東野添」が 92.3％、「二子」が 85.7％となっています。 
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２．今後の定住意向について 
 

問８ 播磨町は暮らしやすいまちだと思うか（ＳＡ） 

・「暮らしやすい」が 46.１％で最も割合が高く、次いで「どちらかといえば暮らしやすい」が

36.4％、「どちらともいえない」が 9.3％となっています。 

・年齢別でみると、「20 歳代～70 歳代」は「暮らしやすい」の割合が最も高く、「10 歳代」と

「80 歳以上」は「どちらかといえば暮らしやすい」が最も高くなっています。 

・地域別でみると「大中」「北野添」「西野添」「東野添」「野添城」「南野添」「本荘」「北本荘」「古

宮」「二子」「古田」「宮北」は「暮らしやすい」の割合が最も高く、「南大中」「上野添」「東本

荘」「北古田」「宮西」は「どちらかといえば暮らしやすい」が最も高くなっています。「野添」

は「暮らしやすい」と「どちらかといえば暮らしやすい」の割合が同率で最も割合が高くなっ

ています。 

・「暮らしやすい」と「どちらかといえば暮らしやすい」を合わせた『暮らしやすい』は 82.5％

で、前回調査の 85.0％と比べ、やや『暮らしやすい』の割合が低くなっています。 
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問９ 今後も現在の場所に住み続けたいか（ＳＡ） 

・「現在のところにずっと住み続けたい」が 56.1％で最も割合が高く、次いで「現在のところに

当面は住み続けたい」が 28.6％、「わからない」が 9.1％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「わからない」が、「20 歳代」は「現在のところに当面は住み

続けたい」の割合が最も高く、「30 歳代～80 歳以上」は「現在のところにずっと住み続けた

い」が最も高くなっています。 

・地域別でみると、「本荘」「宮西」で「現在のところに当面は住み続けたい」の割合が最も高く、

「北古田」では「現在のところにずっと住み続けたい」と「現在のところに当面は住み続けた

い」が同率で最も高くなっています。それ以外の地域では「現在のところにずっと住み続けた

い」の割合が最も高くなっています。 

・「現在のところにずっと住み続けたい」と「現在のところに当面は住み続けたい」を合わせた

『住み続けたい』は 84.7％で、前回調査の 85.9％と比べ、やや『住み続けたい』の割合が減

少しています。 
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問９－１ 引っ越したい理由（ＭＡ） 

 【問９で「4．播磨町外のどこかに移りたい」を選択した方限定】 

・「生活をするのに不便（買物・交通等）だから」と「まちに活気がないから」が 46.2％で最も

割合が高く、次いで「子どもの保育・教育環境が良くないから」が 30.8％、「働く場所がない

から」と「仕事の関係から」が 15.4％となっています。（その他を除く） 

・「生活をするのに不便（買物・交通等）だから」については、「50 歳代」で回答した人の割合

が高く、「まちに活気がないから」と回答した人については、「20 歳代」で回答した人の割合

が高くなっています。 
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問１０ 住み続けていくためにあったらよいもの（ＭＡ） 

・「医療機関や福祉施設が整っていること」が 49.6％で最も割合が高く、次いで「治安が良いこ

と」が 39.6％、「交通の利便性が良いこと」が 33.5％、となっています。 

・年齢別でみると、「20 歳代」は「買い物に便利であること」と「治安が良いこと」が同率で最

も高く、「30 歳代」は「治安が良いこと」、「40 歳代～80 歳以上」は「医療機関や福祉施設

が整っていること」の割合が高くなっています。 
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３．町の主な施策の満足度・重要度について 
 

問１１ 満足度 

「.上・下水道の整備」「ごみの減量・リサイクル活動の推進」「公園緑地と水辺環境の保全」「子

育て支援の充実」が高くなっています。一方で、「公共交通の維持・確保」「商工業の振興」に

ついては、満足度が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「満足」を５点、「やや満足」を４点、「普通」を３点、「やや不満」を２点、「不満」を１点とする。 
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問１１ 重要度 

「高齢者福祉の充実」「子どもたちの学びの充実」「上・下水道の整備」「子育て支援の充実」「防

犯対策の充実」が高くなっています。一方で、「多文化共生・人権教育の推進」「地域活動の活性

化と住民協働の推進」「農漁業の振興」については、重要度が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「重要」を５点、「やや重要」を４点、「普通」を３点、「あまり重要ではない」を２点、「重要ではない」

を１点とする。  
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４．ＳＤＧｓについて 
 

問１２ ＳＤＧｓについてどの程度知っているか（ＳＡ） 

・「知らない」が 34.2％で最も割合が高く、次いで「何となく知っている」が 30.5％、「言葉は聞

いたことがある」が 18.0％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「内容まで理解している」「何となく知っている」「言葉は聞いた

ことがある」が同率となっており、「20 歳代～30 歳代」は「知らない」、「40 歳代～60 歳代」

は「何となく知っている」、「70 歳代～80 歳以上」は「知らない」の割合が最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１２－１ ＳＤＧｓのことを何で知ったか（ＭＡ） 

【問 12 で「1．内容まで理解している」「2．何となく知っている」「3．言葉は聞いたことがある」 

を選択した方限定】 

 

・「テレビ」が 70.8％で最も割合が高く、次いで「新聞」が 36.1％、「インターネット」が 29.6％

となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「インターネット」の割合が最も高く、その他の年齢では「テレ

ビ」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 15 - 

問１３ 関心があるＳＤＧｓの目標（ＭＡ） 

・「すべての人に健康と福祉を」が 38.5％で最も割合が高く、次いで「住み続けられるまちづくり

を」が 30.5％、「貧困をなくそう」が 22.7％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「質の高い教育をみんなに」と「人や国の不平等をなくそう」が 

同率で最も高く、「20 歳代」では「すべての人に健康と福祉を」「ジェンダー平等を実現しよう」

「住み続けられるまちづくりを」が同率で最も高くなっています。 

「30 歳代～70 歳代」では「すべての人に健康と福祉を」の割合が最も高く、「80 歳以上」で

は「すべての人に健康と福祉を」と「住み続けられるまちづくりを」が同率で最も高くなっていま

す。 
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５．協働のまちづくりについて 
 

問１４ 地域活動（自治会の活動やボランティア活動など）に参加したことがあるか 

（ＳＡ） 

・「現在、参加している」が 34.8％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 22.5％、「現在参

加していないが、今後参加したい」が 21.4％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「現在参加していないが、今後参加したい」「現在参加しておら

ず、今後も参加したいと思わない」「わからない」が同率となっています。「20 歳代」は「わか

らない」、「30 歳代～80 歳以上」は「現在、参加している」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ 利用したことがある地域活動拠点（町内公共施設）（ＭＡ） 

・「図書館」が 63.6％で最も割合が高く、次いで「中央公民館」が 61.3％、「コミセン」が 48.5％

となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代～60 歳代」が「図書館」、「70 歳代～80 歳以上」は「中央公民館」

の割合が最も高くなっています。 
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問１６ 住民と行政が協働してまちづくりに取り組めていると思うか（ＳＡ） 

・「まあそう思う」が 30.7％で最も割合が高く、次いで「わからない」が 30.5％、「あまりそう思

わない」が 18.2％となっています。 

・年齢別でみると、「20 歳代」と「60 歳代～80 歳以上」は「まあそう思う」が、「10 歳代」と

「30 歳代～50 歳代」は「わからない」が最も割合が高くなっています。 

・「思う」と「まあそう思う」を合わせた『思う』は 42.6％で、前回調査の 45.6％と比べ、やや

『思う』の割合が低くなっています。 
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問１７ 住民と行政が協働してまちづくりを行う上で、必要であると思うもの（ＭＡ） 

・「町政情報の公開を推進すること」が 41.6％で最も割合が高く、次いで「住民と行政との交流や

意見交換する機会をつくること」が 39.8％、「協働してまちづくりができる仕組みをつくること」

が 35.9％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「町政情報の公開を推進すること」「住民と行政との交流や意見

交換する機会をつくること」「住民がまちづくりや計画づくりに参加すること」「住民が自らの活

動情報等を発信できる広報等を充実すること」「協働してまちづくりができる仕組みをつくるこ

と」が同率で最も高く、「20 歳代」と「40 歳代」は「協働してまちづくりができる仕組みをつ

くること」、「30 歳代」と「80 歳以上」は「住民と行政との交流や意見交換する機会をつくるこ

と」、「50 歳代～70 歳代」は「町政情報の公開を推進すること」の割合が最も高くなっていま

す。 
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問１８ 参加してみたいまちづくり分野（ＭＡ） 

・「健康に関すること」が 44.2％で最も割合が高く、次いで「地域の安全・安心に関すること」が

35.1％、「福祉に関すること」が 29.9％となっています。 

・年齢別でみると、「10 歳代」は「教育や子育てに関すること」「健康に関すること」「地域の美化

活動、清掃活動」が同率で最も高く、「20 歳代～40 歳代」では「教育や子育てに関すること」

が、「50 歳代～80 歳以上」は「健康に関すること」の割合が最も高くなっています。 
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・「播磨町のまちづくりについて、ご自由にお書きください」という問いに対し、118 人からまち

のご意見、ご要望などが挙げられました。おもな項目としては、次のとおりです。 

 

【播磨町のまちづくりに関するご意見、ご要望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街路樹の整備をする 5 人 

 

公園の整備をする 8 人 

 

適切な道路整備を行う 15 人 

行政改革の推進 10 人 

 

効果的な情報発信 3 人 

 

魅力的なまちづくりをする 6 人 

 

行政事務の改善 7 人 

 

公共施設の運営を適切に行う 9 人 

 

住民の意見を反映させる 2 人 

安全に暮らせるようにする 4 人 

 

防犯を徹底する 4 人 

交通マナーを良くする 6 人 

 

公共交通を充実させる 6 人 

都市基盤 28 人 

行財政運営 37 人 

安心・安全 8 人 

交通・公共交通 12 人 
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高齢者・障がい者福祉を充実させる 7 人 

 

医療を充実させる 3 人 

 

生活することが困らないようにする 2 人 

子育て支援を行う 5 人 

 

子どもの保育環境を整える 2 人 

コミュニティを活性化させる 3 人 

 

まちづくりに参加しやすい環境の整備 2 人 

 

商工業を発展させる 6 人 

適切な議会運営を行う 

 

イベントづくりを行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ回収・リサイクルを向上する 7 人 

 

自然環境の改善 3 人 

 

生活に関するマナーを改善させる 2 人 

 

野良猫の対策を考える 3 人 

福祉 12 人 

子育て 7 人 

その他 14 人 

生活環境 15 人 

地域活性 11 人 
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Ⅲ アンケート調査票 
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